




令和6年10 4月 日
埼 県 間市 字 ６ ５ ６ 番地２ グリ ーン玉 入 大 小 谷 田
コ ート １ ０ １

般社団法 障がい者アート 協会一 人

代表理事

熊本 豊敏

般社団法 障がい者アート 協会一 人

当団体は「 でも 多く の障がいがあり ながら も 創作活動に取り 組む 々の、 点でも 多く の作品一 人 人 一
を、 でも 多く の 々に届ける 」 と いう 針のも と 、 「 障がい者 で作品を 発信でき る 場所」 と一 人 人 方 自 身
「 経済的対価が得ら れる 仕組み」 について様々な企業と 連携し 、 誰 取り 残さ ない社会を 指し ま一 人 目
す。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） のゴール8、 9、 10に向かう も のである と 捉え、 企方 目
業の事業活動への障がい者アート 活 を 積極的に促進する こ と でＳ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ます。用

印刷押印すべき 必要のあるも のだけを 印刷し 、 印刷後も 裏紙と し て再利 する等、 ペーパーレ ス化を 推進し ていく 。用

年間印刷枚数の削減

でも 多く の障がい者のアート 作品を 社会に公開・ 発信し 、 障がい者アート の周知啓蒙を 図る。一 人

年間新規参加アーティ スト 数

年間新規公開作品数

著作権使 案件を 獲得する為の周知を W ebサイ ト のSEO対策やGoogle広告で う こ と で、 作品の 次利 案件を 開拓し 、 著用 行 二 用
作権利 料などの収 を 得て納税のでき る 障がい者を 増やす。用 入

年間案件数

年間著作権利 料 払 数用 支 人

4 ,5 00枚/年【 2023年】 50％削減 70％削減

300名/年【 2 023年】 900名/年 1 ,500名/年

7 ,000点/年【 2023年】 14 ,6 00点/年 22 ,0 00点/年

166件/年【 2023年】 30 0件/年 500件/年

55 1 /年【 20 23年】人 1 ,0 00 /年人 2 ,0 00 /年人









令和6年10 3月 日
埼 県川越市 字今福８ ６ ５ 番地６玉 大

株式会社影浦 務店工

代表取締役

影浦 陽一

株式会社影浦 務店工

株式会社影浦 務店は「 企業は なり 」 を 社是に掲げています。 企業は 々 を 育て に育てても工 人 日 人 又 人
ら い持続可能な組織である よ う にと 考えており ます。 SDGｓ 達成に向け我々建設業ができ る 取り 組み
と し て、 建築資材で 材を 多く 使 し ますが、 社員 ひと り の考え で、 材を 切に繰り 返し 使木 用 一 人 方 木 大

、 再資源化、 材使 の削減ができ ます。 ついては、 全社員で取り 組み、 SDGｓ に貢献し ていき ま用 木 用
す。

廃棄物削減のため、 材 の再利 を すすめ、 材3Rを 推進する 。木 用 木

材 使 量が 事㎡数＞材 仕 量と なるよう （ 廃材のバイ オマス発電チッ プと し ての再利 も木 用 工 木 入 用
う ） 、 材 の再利 率を 向上さ せる。行 木 用

齢化し ている 建設業界の新陳代謝を 促進さ せるため、 若者を 積極的に雇 する 。高 用

建設業の魅 を 発信、 若者の雇 を 促すこ と で、 平均年齢の引き 下げを 図る。力 用

建設業の魅 を 発信、 若者の雇 を 促すこ と で、 4 0歳以下の雇 数を 増やし ていく 。力 用 用 人

発展途上国の若者に、 本の建設技能を 習得さ せ、 他国の発展・ 開発に協 する 。 また、 職場環境改善のため、 時間外労働時日 力
間の削減を する 。

技能実習 の積極的な受 れ。生 入

時間外労働時間の削減。

7％【 2023 年】 10％ 15％

42 .1歳【 2023年】 41歳 40歳

21名/40名 23名 30名

9名（ 2021 年から の累計値） 12 名（ 2 021年から の累計値） 15名（ 20 21年から の累計値）

８ .7時間/ 【 2023年】月 7時間/月 5時間/月







令和6年10 3月 日
埼 県 市美 １ 丁 １ ２ 番地５玉 戸 田 女 木 目

ニッ ケン 建設株式会社

代表取締役

蓮  利之見

ニッ ケン建設株式会社

当社は、 経営理念である 「 地域に愛さ れ 地域に貢献でき る  安定し た会社づく り を めざす」 に基づ
き 、 地域社会の発展に貢献する 。
 こ の考え は、 持続可能な開発 標(SDGｓ )と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員 ひと り が 覚方 目 方 目 一 人 自
を持ち 、 誠実に事業活動に取り 組むこ と によ り Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていく 。

温室効果ガス排出量の削減

ガソ リ ン 使 量を 削減する ため、 社 を 環境配慮型 両に 替える用 用 車 車 入

請求書のペーパーレ ス化

社員参加型の社会貢献活動の推進及び若 の 材育成に取り 組む手 人

「 彩の国ロード サポート 」 によ る街の美化活動

学 イ ン タ ーンシッ プ及び中学 の職場体験受生 生 入

多様な 材( 性・ 齢者等） が、 分に活躍でき る 環境の整備に取り 組む人 女 高 十

多様な 材( 性・ 齢者等)が活躍でき る 職場づく り のため、 社員が、 育児・ 介護と 仕事の両人 女 高 立
ができ る よう な環境整備に取り 組む

ワーク ラ イ フ バラ ンスの充実のため、 有給休暇平均取得 数を 増加さ せる日

5台/23台(21 .7％)【 2023年】 6台/25台(24 .0％) 10台/29台(34 .4 % )

2 .7 % （ 40枚/1 ,4 64枚） 【 2023年】 20％ 80％

2回/年 参加者延べ20 【 2023年】人 4回/年 参加者延べ40人 6回/年 参加者延べ60人

2名/年（ イ ン タ ーンシッ プ） ・ 2校/
年（ 中学 職場体験） 【 20 23年】生

3名/年（ イ ン タ ーンシッ プ） ・ 3
校/年（ 中学 職場体験）生

4名/年（ イ ン タ ーンシッ プ） ・ 4校/
年（ 中学 職場体験）生

多様な働き 実践企業 ゴールド 認定方 多様な働き 実践企業 プラ チ方
ナ認定取得

く るみん認定取得

5.6 /年【 2023 年】日 5 .9 /年日 8 .0 /年日









令和6年10 18月 日
埼 県 市上 37番地玉 戸 田 戸 田

有限会社菅原化工

代表取締役

橋 俊夫高

有限会社菅原化工

有限会社菅原化 ではISOに基づいた品質管理体制を 敷いており 、 あら ゆる 産要求に即応し た製品作工 生
り を する こ と を 品質 標に置いています。 またシニアや外国 の雇 を 積極的に っ ており 、 い技目 人 用 行 高
術 と 柔軟性に富んだ体制を 敷いています。 製造 程における プロ セス改 と 産性向上を 実現する力 工 革 生
と と も にお客様の新事業創出へ積極的に関わり 、 持続可能な開発を お客様と と も に い、 持続可能な行
開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） の達成に貢献し ていく 所存でございます。目

製品の品質保証の維持に取り 組み、 不良を 削減する と と も に、 資源の再利 、 有効活 を 通じ 、 産業廃棄物量を 減ら す。用 用

廃プラ スチッ ク 類排出量を 削減する 。

外国籍従業員の 本語検定に対する費 を 援する こ と で、 検定合格者を 増やし ていく 。日 用 支

本語検定3級(N3 )以上を 持つ外国籍従業員を 増やす。日

多様な働き の推進およ び維持。方

性従業員割合を 向上さ せる。女

5407 .5 kg/年 【 2023年】 5 ,1 40 kg/年 4 ,870kg/年

50%   (3名/6名)【 2023年】 70% 100%

20%  (4名/20名)【 20 23年】 30 % 50%





令和6年10 20月 日
埼 県 企郡 川町 1575-2玉 比 小 青 山

株式会社世美庵

代表取締役

並  啓木

株式会社世美庵

当社は経営理念である 「 確かな品質と 創意 夫で信頼の証と なり 着物を 着る 美し さ を 元から え続工 足 支
ける 」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可能な開発 標と 同じ 向を行 方 目 方

指すも のであり 、 環境、 社会、 経済3つの き な項 に対し 具体的な取り 組み、 数値 標を て社員目 大 目 目 立
全員で達成する 。

LED化を 推進するこ と によ り エネルギー使 量を 削減する 。 また、 再 可能エネルギー利 率の向上を 図る。用 生 用

エネルギー使 量の削減用

再 可能エネルギー利 率の向上生 用

地域貢献活動の 環と し て、 地域の 供向けに職場体験・ 学会を 開催する 。一 子 見

職場体験・ 学会の開催見

地域経済に貢献する ため、 地域の雇 機会を 増やす。用

地域での内職業務での雇 数用

50 ,0 00 kwh/年【 202 3年】 5％削減 10％削減

10％【 202 3年】 15％ 20％

0回/年【 202 3年】 3回/年 24回/年

24件/年【 2023年】 25 件/年 30件/年



令和6年10 7月 日
埼 県さ いたま市北区宮原町１ 丁 ５ ６ ５ 番地玉 目

三ツ 和総合建設業協同組合

代表理事

本 純義山

三ツ和総合建設業協同組合

当組合は「 と 、 街と 然が結びつき 、 調和のと れた触れ合いのある 社会の実現を 願い、 私たち人 人 自
は、 つの で歩んで き ます。 」 の活動理念の基、 地球環境保全を 常に意識し 、 建設業を 通じ て未一 心 行
来の環境を 創造し 、 効果的に推進し 住みよ い社会の実現に向かい 主的、 律的に組合がすべき 事を自 自
認識し 、 環境の保全に積極的に取り 組み、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 達成に貢献し ていく 。

社有 によ るCO2 排出量削減車

社有 のハイ ブリ ッ ト 化車

社員参加型の美化活動の実施、 社会貢献活動の推進

彩の国ロ ード サポート への参加

イ ン タ ーンシッ プの受け れ入

多様な働き の推奨方

年次有給休暇平均取得率を 上げる

25%  (6台/24台)【 20 23年】 30％ 33％

8回/年、 従業員参加率21 .4％
【 2023年】

8回/年、 従業員参加率25％ 12回/年、 従業員参加率30％

10回/年 12回/年 15回/年

11 .8 /年【 2023年】日 12 /年日 13 .5 /年日





令和6年10 2月 日
埼 県ふじ み野市福岡1 63番地1玉

瑞伸建設 業株式会社工

代表取締役

村 芳田 人

瑞伸建設 業株式会社工

当社は経営理念である 「 地域社会及び顧客に必要と さ れる 会社を 指し 、 常にたゆまぬ技術の向上と目
組織の充実に努める 」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。行
こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員 ひと り が誠実に方 目 方 目 一 人
事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

エネルギーの使 量を 削減すると と も に、 再 可能エネルギーの利 率の向上を 図る用 生 用

電気使 量の削減用

コ ピ ー 紙の使 枚数の削減用 用

社会参加型の社会貢献活動を 推進する 。

「 彩の国ロード サポート 」 の継続

社会貢献活動と し て埼 県共同募 への寄附玉 金

従業員の健康管理を 重視し 働き 改 を 推進する。方 革

従業員の年次休暇取得 数の増加日

18 ,2 46 kwh/年【 202 3年】 20％減 30％減

約109 ,7 50枚【 2023年】 10％減 20％減

年２ 回・ 延べ20 【 2023年】人 年2 回・ 延べ3 0人 年3 回・ 延べ5 0人

4件/年 合計 額34 ,000円【 2023金
年】

２ 件/年 増加 ５ 件/年 増加

5 /年【 2023年】日 5 /年日 10 /年日





令和6年10 3月 日
秩 市下影森163父

株式会社斎藤組

代表取締役

藤 公志郎齊

株式会社斎藤組

当社の持つ技術・ 資源を 最 限駆使し 、 顧客に対し て安 と 満 を 提供でき る よ う 、 信頼さ れる 動大 心 足 行
を がける 。 常に改善し 、 社会に貢献し 、 会社の繁栄を 指す。心 目
こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGｓ ） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員 ひと り が責任方 目 方 目 一 人
をも っ て事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGｓ の達成に貢献し ていき ます。

度印刷し た 紙の裏 を 再利 する こ と で、 コ ピ ー 紙の排出量の削減を 図る 等、 般廃棄物の排出量を 削減する。一 用 面 用 用 一

般廃棄物の排出量削減。一

社員参加型・ 社会貢献活動の推進。

ロード サポート 活動・ 川の応援団美化活動の実施。

有給休暇を 時間単位で取得可能と する こ と で、 利 し やすく し 、 従業員の年次有給休暇取得を 促進する。用

年次有給休暇平均取得 数の増加。日

213 .2 kg/年【 2023年】 208kg/年（ ５ ％削減） 186kg/年（ 15％削減）

7回/年・ 参加率44％ （ 65 参加人
/147 ） 【 2 023年】人 7回/年・ 参加率60％ 8回/年・ 参加率70％

9 .5 /年【 2023年】日 9 .6 /年日 11 .2 /年日



令和6年10 28月 日
埼 県朝霞市 弁財２ 丁 ４ 番４ ０ 号玉 西 目

株式会社リ ゾン

代表取締役

橋本 太樹

株式会社リ ゾン

私たち リ ゾン はふる さ と まち づく り 企業と し て、 昭和３ ２ 年の創業よ り こ の地域の真の豊かさ 、 住む
が誇る 地域を 創造する こ と を 『 使命感』 と し ており ます。 私たち は魅 ある 『 ふる さ と まち づく り人 力

の実現』 を 取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ています。

契約書の電 契約に取り 組み、 ペーパーレ ス化を 図る子

コ ピ ー 紙使 枚数の削減用 用

社会貢献活動のと し て、 社員参加型の美化活動、 地域イ ベント 開催などに取り 組む

街の美化活動

イ ベント の開催

多様な 材が活躍でき る 社会の実現のため 地域企業と の連携強化を 推進する人

65歳以上の 齢者雇 の促進高 用

パート ナーシッ プ協定締結企業の増加

900 ,0 0 0枚 【 2023年】 20% 削減 50% 削減

20回／年 のべ1280 参加【 2023人
年】

街の美化活動25回／年 のべ
1700 参加人

街の美化活動30回／年 のべ2200人
参加

イ ベン ト 開催12回／年【 2023年】 イ ベント 開催18回／年 イ ベント 開催24回／年

35 （ 全職員数320 ） 【 2023  年】人 人 40人 45人

42 0  社【 2023年】 550社 650社



令和6年10 28月 日
埼 県春 部市南4-2-41玉 日

昭和建設株式会社

代表取締役

横井 元一

昭和建設株式会社

私たち は、 地域発展・ 街づく り の 端を 担う 技術者と し て 覚を 持ち 常 頃から 技術の向上に努め一 自 日
品質の良い 事を い職員が安 し て働ける 環境を 作る こ と で が集まる「 求めら れる 会社」 を 指工 行 心 人 目
し 、 々の 活基盤を えます。 こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGs)と 同じ 向を 指すも ので人 生 支 方 目 方 目
あり 社員 ひと り が誠実に、 事業活動に取り 組むこ と によ り SDGsの達成に貢献し ていき ます。一 人

CO2削減のため、 資料・ 成果品の電 化により ペーパーレ ス化を 推進する。子

コ ピ ー 紙使 量の削減用 用

地域貢献活動を 積極的に う 。行

彩の国 ロード サポート 美化活動

川の国応援団美化活動

従業員の健康と 活に配慮し 、 多様な働き を 推進する。生 方

年次有給休暇平均取得 数日

35 ,0 00 枚/年【 2023 年】 10％削減 15％削減

2回/年 延べ10人 2回/年 延べ12人 3回/年 延べ15人

2回/年 延べ10人 2回/年 延べ12人 3回/年 延べ15人

10 .8 /年日 11 .8 /年日 12 /年日





令和6年11 1月 日
埼 県北 郡伊奈町 針6 1ー08玉 足 立 西 小

株式会社恒電社

代表取締役

恒  隆顕石

株式会社恒電社

当社の経営理念である 「 "でんき のち から "ですべての を 幸せにする 」 「 地球と 未来の ども たち のた人 子
めに」 のも と 、 再 可能エネルギーの普及を 通じ て、 持続可能な開発 標（ SDGs） を 推進し 、 サス生 目
ティ ナブルな社会の実現に努めてまいり ます。 綺麗ごと のままではなく 具現化し 貫き 通し てやり き る
こ と で、 未来の ども たち に誇れる 企業・ 誇れる 社会を 実現する ためSDGs達成に貢献し ます。子

EV 両への転換やロ ギン グシステム導 による 距離・ アイ ド リ ング時間の可視化などによ り 社 のCO2排出量削減を車 入 走 行 用 車
推進する。

社 の年間CO2排出量の削減用 車

再エネ普及促進のためセミ ナーやイ ベント の開催を う行

学 向けサッ カ ー 会開催小 生 大

家消費型太陽光発電システムの提案・ 設計・ 施 を 通じ 、 太陽光発電導 量を 推進する 。自 工 入

家消費型太陽光発電の導 量増加自 入

12 ,2 82 kg-CO2/年【 20 23年】 15% 削減 40% 削減

１ 回開催/年【 2023年】 ２ 回開催/年 3回開催/年

3 .7M W 【 2 023年】 10 M W (累計) 36M W (累計)





令和6年9 30月 日
埼 県川 市東本郷1-8-15玉 口

有限会社新郷運輸

代表取締役社長

城 義隆赤

有限会社新郷運輸

「 ステーク ホルダーのすべての 々に感謝し 共に繁栄する こ と を 指し ます」 と いう 社の 動指針に方 目 行
基づいて、 社員と ご家族、 取引先関係各社様、 地域の 々に感謝し 、 共に繁栄し 、 幸せと 平和を 追求方
し てまいり ます。 社会の重要なイ ン フ ラ を 担っ ている こ と を ひと り が 覚し 、 企業活動を 通し て一 人 自
SDGsの達成に貢献し てまいり ます。

シフ ト アッ プ基準、 タ イ ヤメ ンテナン スの徹底を い、 燃費向上を 図り 使 燃料を 削減行 用

ト ラ ッ ク 1台あたり の平均燃費

性雇 の推進、 地域における防災・ 防犯活動の実施女 用

性雇 率女 用

防犯活動

定年後の再雇 を 促進。 AIド ラ レ コ を 導 し 管理者の点検作業を 軽減さ せるこ と により 労働時間を 短縮。用 入

再雇 率用

AIド ラ レ コ 導 率入

6 .8 5㎞/ℓ 【 2023年】 7 .2㎞/ℓ 8 .6㎞/ℓ

13％（ 4 /3 0 中） 【 2023年】人 人 16% 20%

2回/年（ 延べ4 ） 【 20 23年】人 4回/年（ 延べ8 ）人 6回/年（ 延べ12 ）人

10％（ 3 /30 中） 【 2023 年】人 人 20 % 25%

60 ％(18台/30台中） 【 2023 年】 80% 100%







令和6年10 28月 日
埼 県越 市宮本町５ 丁 ３ ９ 番地１ パラ シオ玉 谷 目
ン越 １ ０ ２ 号室谷
医療法 社団德昌会パラ シオン 科人 歯
医院

理事長

 悦小 山 子

医療法 社団德昌会パラ シオン 科人 歯
医院

当法 の医院理念の つの「 治療と コ ミ ュ ニケーショ ン を 通じ て地域で最も 価値のある 科医院にな人 一 歯
る」 と いう 考えに基づき 、 医院メ ン バー 丸と なっ て 動し ていく 。 上記の理念は、 持続可能な開発一 行

標（ SDGs） と 同じ 向を めざし ている 。 メ ン バーひと り ひと り が、 医療を はじ め多 にわたる 活目 方 方 面
動を 誠実に取り 組み、 SDGｓ の達成に貢献する 。

CAD/CAM システムの推進により 医療廃棄物( 膏ごみ)排出量の削減に取り 組む。 また、 患者への情報提供のデジタ ル化によ石
り 印刷物の使 量の削減に取り 組む。用

医療廃棄物( 膏ごみ)排出量の削減石

コ ピ ー 紙の使 量削減用 用

IT導 で残業時間の削減入

当たり 残業時間の削減一 人

メ ン バーの年次休暇取得の促進

取得率

90kg/年【 20 23年】 15％削減 40％削減

40 ,000 枚/年【 2023 年】 10％削減 50％削減

7時間/ 【 2023年】月 4時間/月 3時間/月

80％【 202 3年】 90 ％ 100％









令和6年10 23月 日
埼 県蕨市中央７ 丁 ２ 番１ 号玉 目

株式会社あぶら び

代表取締役

 智章田 口

株式会社あぶら び

株式会社あぶら びは理念である 「 地域貢献」 「 社会貢献」 「 材育成」 に則り 、 地球上に住むみんな人
の明る い未来を 実現する ために、 SDGｓ に積極的に取り 組んでいく こ と を こ こ に宣 し ます。言

廃棄削減のため、 バイ オマス素材のビ ニールへの切り 替えや紙素材やガラ ス素材など環境に優し い素材やリ サイ ク ル可能な素
材に切り 替える 等、 プラ スチッ ク を 中 と し た梱包資材の素材を 環境に配慮し た素材に切り 替える。心

環境に配慮し た素材の使 割合用

供 堂と フ ード パント リ ーへの 援を 継続する。子 食 支

供 堂・ フ ード パン ト リ ーへの 援： や農産品、 菓 、 飲料などの継続的・ 定期的な 援子 食 支 米 子 支

県内各地の取引先と の情報共有を 図り 、 農産品や期近商品等の提供を 受ける こ と で廃棄を 削減し 、 農家やメ ーカ ーの廃棄コ ス
ト 削減を 図る。

農産品等を 提供し ていただける 農家や企業の 援拡支 大

50％（ 参考： 重さ 180ｋ ｇ ） 【 2023
年】

70％以上 95％以上

4回/年 計40㎏ 8回/年 計80Kg 12回/年 計120 Kg

4団体・ 各年2回程度 6団体・ 各年3回程度 10団体・ 各年4回程度



令和6年10 18月 日
埼 県春 部市銚 6 44-1玉 日 子 口

ケミ コ ステク ノ 株式会社 春 部日 工
場

代表取締役

服部 勝髙

ケミ コ ステク ノ 株式会社 春 部日 工
場

私たち ケミ コ ステク ノ 株式会社は、 誰も が働き やすい環境と 教育制度の充実化、 製造業だから こ その
エネルギーの効率化に取り 組みます。 またプラ スチッ ク 製造業と し て廃プラ 削減、 リ サイ ク ル推進、
環境負荷物質を 利 し た新規容器の開発に取り 組むCCT-ecoプロ ジェ ク ト を ち 上げ、 SDGsの実現に用 立
寄与し たいと 考えています。

社内 書のペーパーレ ス化を 促進し 、 コ ピ ー 紙の削減に取り 組む文 用

コ ピ ー 紙の削減用

従業員の有給取得率UP

全社員への有給付与 数の合計に対する 、 全社員の有給取得 数合計割合日 日

多様な働き の推進と し て、 性管理職の登 を 促進する方 女 用

性管理職の登女 用

約36 ,500枚【 2023年度】 ※2020 年
度： 約55 ,0 00枚

2020 年度 10％削減→【 達成比
済】

2020年度 30％削減比

75% 【 2023年度】 ※2020年度：
59％(最低付与 数10 、 取得5 未日 日 日
満無し )

65％にアッ プ→【 達成済】 80％にアッ プする

管理職5名(課 1名、 主任1名、 リ ー長
ダー3名)【 202 3年度】 ※2020年度：
管理職2名(課 1名、 リ ーダー1名)長

管理職4名(課 1 名、 リ ーダー3長
名)に増やす→【 達成済】

管理職7名(課 2名、 リ ーダー5名)に長
増やす



令和6年10 7月 日
埼 県越 市流通団地１ 丁 １ 番２ 号玉 谷 目

株式会社イ ハシ(イ ハシグループ)

代表取締役

井橋 英蔵

株式会社イ ハシ(イ ハシグループ)

イ ハシグループは明治43年創業以来100年を 越える 歴史の中で常にお客様・ 社会に愛さ れる 企業活動
を 指し 努 を し て参り まし た。 SDGsの取組を 通じ てグループ各社の い専 性と シナジーを さ ら に目 力 高 門
活かし 、 次の100年を 指し て参り ます。 イ ハシグループは育ててく れた郷 に貢献でき る 企業と なる目 土
よう 引き 続き 挑戦し て参り ます。

社有環境配慮型 両（ EV） への再 可能エネルギーによ る充電を 推進し ます。車 生

社有環境配慮型 両（ EV） 及び再エネ設備の導 による 社有環境配慮型 両（ EV） への 再エネ車 入 車
充電率の向上。

雇 の創出と 援の観点から 、 多様な 材の採 に取り 組みます。用 自 立 支 人 用

グループ内就労継続 援A型事業所と の協働等による障がい者雇 数の増加。支 用

働き 改 推進の 環と し て、 有給休暇の平均取得 数を 増加さ せます。方 革 一 日

継続的な啓蒙活動によ る有給休暇平均取得 数の増加。日

66％【 202 3年】 70％ 100％

39名【 2023年】 （ 年度末時点の在
籍数）

45名（ 年度末時点の在籍数） 50名（ 年度末時点の在籍数）

7 /年【 2023年】日 9 /年日 10 /年日



令和6年10 15月 日
埼 県さ いたま市中央区 ６ －３ ０ －１玉 大 戸

中央税務会計事務所

所長

中島 由雅

中央税務会計事務所

私たち は「 よ ろ ず相談屋」 と し てどのよ う な相談にも 相 の 場に っ て親 にお答えし 、 また「 中手 立 立 身
企業の伴 者」 と し てお客様の側で共に歩んでいく こ と を 事務所の理念と し て掲げており ます。 こ小 走

の考え は持続可能な開発 標（ SDGs） と 同じ 標を 指すも のであり 、 職員 ひと り が誠実に事方 目 目 目 一 人
業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ていき ます。

ペーパレ ス化に取り 組み、 コ ピー 紙の使 量を 削減する 。用 用

コ ピ ー 紙購 箱数用 入

中央区 まつり 、 与野公園ばら まつり など地域イ ベント への協賛や、 こ ども 応援ネッ ト ワーク 埼 などのこ ども 堂運営団体民 玉 食
への寄附を う 。行

協賛・ 寄付し た 額金

地元経済の活性化のため、 融資などを 必要と する企業に対し て連携する 融機関に紹介の件数を 増やし ていく 。金

１ 年間の紹介件数

425箱/年【 2023年】 15％削減 30％削減

16万円/年【 2023年】 19万円/年 22万円/年

54件/年【 2023年】 10 ％増加 25％増加







令和6年10 25月 日
埼 県さ いたま市浦和区仲町１ 丁 １ ５ 番１ 号玉 目
エスプリ 浦和１ ０ ３ 号

株式会社ボイ スク リ エーショ ン シュ
ク ル

代表取締役

佐藤 恵

株式会社ボイ スク リ エーショ ンシュ
ク ル

私たち ボイ スク リ エーショ ン シュ ク ルは、 「 声のチカ ラ で 本を 元気に！声磨き ® を 通じ た次世代に日
向けて健やかで豊かな地域・ 社会の実現」 を 指し 、 ( 社） 本声磨き 普及協会と 共に持続可能な開目 一 日
発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） を めざし ており ます。目
こ れから も 社会的課題解決のため、 企業に求めら れる 役割の変化と 果たすべき 役割を 理解し 、 社員皆
が誠実に事業活動に取組み、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の達成を めざし てまいり ます。

ペーパレ ス化を 推進し 、 紙資源や印刷資材の削減に努める 。

講座運営にあたっ てのテキスト など印刷物のコ ピー枚数を 削減する。

「 スポーツ ×声」 で地域活性化を 指す取り 組みを 各地に展開するこ と で、 本の超 齢化社会の課題解決の 助を 担う 。目 日 高 一

「 声縁でつながる ！声磨き プロ ジェ ク ト 」 を ち上げ各地のプロ スポーツ ク ラ ブ・ 治体と 連携立 自
を 図り 地域活性化プロ ジェ ク ト を 推進する。

声磨き ® 認定イ ンスト ラ ク タ ーの多様な働き を 推進し 、 パート ナーシッ プを 築く 。 （ セカ ン ド キャ リ ア・ リ カ レ ント 教育の方
推進）

声磨き イ ンスト ラ ク タ ーの活躍の機会の創出、 声磨き イ ンスト ラ ク タ ーに準ずる資格取得制度の
設計

2,500枚/月 20% 削減 50％削減

取組ク ラ ブ数： 5ク ラ ブ 取組ク ラ ブ数： 15ク ラ ブ
全国すべての47都道府県で「 スポー
ツ×声」 の取り 組み実績を 2030 年ま
でに創る 。

声磨き ® 認定イ ン スト ラ ク タ ー50
名、 開業サポート 実績35名

声磨き ® 認定イ ンスト ラ ク タ ー
10 0名、 開業サポート 実績70 名

声磨き ® 認定イ ンスト ラ ク タ ーおよ
びそれに準じ る 資格者200名   
開業100名を 指す。目



















令和3年10 15月 日
埼 県川 市 井2-4-31玉 口 赤

株式会社シン フ ォ ニージャ パン

代表取締役社長

平   眞理石 子

株式会社シンフ ォ ニージャ パン

ゴミ 処理機製造事業の発展を 通じ 、 循環型社会の構築を 指す。 ゴミ ＝資源と 考え、 全従業員 丸と目 一
なり 環境、 地域社会、 経済活動に取り 組み、 持続可能な(SDGs) 標達成に向け貢献し ていき ます。目

CO2排出量削減に貢献するため、 社有 を 順次環境に配慮し た 両に れ替える車 車 入

環境配慮 両の導車 入

社員参加型・ 社会貢献活動の推進

街の美化活動

ゴミ の再資源化製品新規開発を う行

ゴミ の再資源化に資する新規製品の開発

0％（ 0台/2台） 【 2023年】 環境配慮 両0% （ 0台/2台）車 50% （ 1台/2台）

0回/年 のべ0 【 202 3年】人 2回/年 のべ10人 4回/年のべ20人

0台【 2023 年】 1台 2台









令和6年10 29月 日
埼 県秩 市中村町２ 丁 ８ 番１ ４ 号玉 父 目

医療法 俊仁会人

理事長

神  美保戸 子

医療法 俊仁会人

当法 は「 安 する 患者様（ 利 者様） と その家族」 を 理念に掲げ、 県北地域で医療・ 福祉を 提供し人 心 用
ています。 当法 の掲げる 理念を 実現する ため、 取組 針にそっ た活動をする こ と で、 SDGsの達成に人 方
貢献いたし ます。

エネルギー使 率削減のため、 施設内照明のLED化を 図る  ※設備の都合上、 変更でき ないも のを 除く用

照明LED化

イ ン タ ーン シッ プ 、 EPAに基づく 介護福祉 候補 の受け れを 推進し ていく生 士 生 入

イ ン タ ーンシッ プ 受 れ生 入

EPAに基づく 外国 介護福祉 候補 受 れ人 士 生 入

多様な働き を 推進する方

働き 推進企業プラ チナ認定施設の増加方

51％(4施設分） 【 2 023年】 75％ 100％

７ 【 2023年】 当初指標5 達成済人 人 ６ 人 7人

２ 【 2023年】人 ３ 人 ４ 人

4施設中4施設 【 2023年】 達成済 ４ 施設/４ 施設 ４ 施設/４ 施設



令和6年11 6月 日
市氷川町3-10-27戸 田

株式会社アジェ ク ト

取締役社長

宮 善信二

株式会社アジェ ク ト

理念にも ある 『 有徳の には 然と 同志の者が寄り 集う 』 に基づき SDGｓ の 標達成を 指し 社員人 士 自 目 目
がそのこ と を 覚し 、 事業活動を 通じ て役割を 果たし ていく こ と によ り SDGsの達成に向けて一 人 一 人 自

貢献し ていく 。

HV/EV/CNG の導 推進によ り CO2排出量を 削減する。車 入

CO2排出量の削減

ワーク ラ イ フ バラ ン ス向上のため有給休暇取得を 推進する

年次有給休暇平均取得 数の増加日

性活躍・ ダイ バーシティ の推進女

性ド ラ イ バー・ 事務系社員の雇 促進女 用

85000 Kg-CO2 【 2023年】 10% 以上削減 12% 以上削減

6 /年【 202 3年】日 9 /年日 10 /年日

15 （ 15 /全職員数130 ）人 人 人
【 2023年】

18人 30人







令和6年10 8月 日
埼 県さ いたま市 宮区 成町2-273-1 アッ玉 大 大
プルASビル

株式会社アッ プル

代表取締役

橋 誠高 一

株式会社アッ プル

株式会社 アッ プルは経営理念である 「 事業を 通し て社会に貢献する 」 に基づき 、 「 地域密着型」 の
店舗展開を 進めており 、 活気のある 地域社会の創造を 指し 、 地域社会の発展に寄与し ていき ます。目
こ の考え は持続可能な開発 標（ SDGs） と 同じ 向を 指すも のであり 、 社を 挙げて取り 組むこ と方 目 方 目
でSDGs達成に向けてに貢献し ていき ます。

コ ピ ー 紙使 量の削減用 用

コ ピ ー 紙使 枚数削減用 用

「 事業を 通し て社会に貢献する」 の経営理念に基づいた社員参加型社会貢献活動実施

地域と 連携し たボラ ン ティ ア活動

ロード サポート 活動

性活躍の推進女

性の管理職数の増加女

性社員の 率の向上女 比

1 ,6 76 ,5 0 0枚/年【 20 23年】 8％削減 15％削減

0回/年【 202 3年】 2回/年 5回/年

22回/年 のべ176 参加【 2023人
年】

23回/年 のべ184 参加人 24回/年 のべ192 参加人

17名/94名【 2023 年】 18 名 20名

38 .3 % （ 7 2名/18 8名） 【 2023年】 40% 50%

















令和6年10 4月 日
埼 県草加市 栄１ 丁 ６ ３ ０ 番地１玉 長 目

株式会社埼 輌玉 車

代表取締役

林 直樹小

株式会社埼 輌玉 車

当社は創業以来、 事業を 通じ て「 地域社会への貢献」 と 「 環境配慮への推進・ 強化」 指針に掲げ、
々精進し てまいり まし た。 そし てこ れから も 激動する 社会の変化に順応し 、 安全確実な業務成果を日

多く のお客様に提供さ せていただく と と も に、 さ ら なる 品質の向上と 環境貢献活動に取り 組むこ と に
より SDGｓ の取り 組みに貢献し ていき ます。

環境配慮の観点から コ ピ ー 紙の使 量を 削減する 。用 用

コ ピ ー 紙使 量削減用 用

社員参加型の社会貢献活動を 推進する

彩の国ロ ード サポート の実施

定年延 により く 働ける会社長 長

定年年齢の引き 上げ

42 ,500 枚/年【 2023 年】 41 ,2 50 枚/年 40 ,0 00枚/年

4回/年 のべ28 【 20 23年】人 4回/年 のべ30人 4回/年 のべ32人

定年65歳 2 【 202 3年】人 定年65歳 4人 定年70歳 7人











令和6年11 7月 日
埼 県川越市旭町2-13-1玉

株式会社シン ワ・ スポーツ ・ サービ
ス

代表取締役社長

飯野 知之

株式会社シンワ・ スポーツ・ サービ
ス

当社は「 社会体育の担い と し て、 そし て健康作り の良き パート ナーと し て、 地域の 々が と も手 方 心 身
に、 健やかな 活を 送れる よ う 、 ホスピ タ リ ティ 溢れる サービ スを 提供し ます」 と いう 企業理念のも生
と 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ を 理解し 、 社員が 丸と なっ て、 その達成に貢献致し ます。一

道使 量の削減を 図る 。水 用

道使 量水 用

未来を 担う ども たちに向けた職場体験および幼稚園・ 学童のレ ッ スン 受け れ・ 講師派遣の実施。子 入

職場体験／幼稚園・ 学童受け れ／講師派遣の実施件数入

フ ィ ッ ト ネスを 通じ 、 齢者がいつまでも 元気に健康に過ごせるためのサポート の実施。高

７ ５ 歳以上の会員数

79 .780 t/年【 2023年】 ５ ％削減 １ ０ ％削減

合計2 9校/年【 20 23年】 合計34校/年 合計38校/年

800名【 20 23年】 84 0 （ 5％増）人 880 （ 1 0％増）人





















令和6年10 23月 日
埼 県児 郡上 町神保原町487-1玉 玉 里

株式会社ヤマト

代表取締役

倉 主税片

株式会社ヤマト

株式会社ヤマト は経営理念である 「 正直は最 の商略なり 。 」 及び社是にある 「 事業は なる こ大 一 文 人
と を 思い」 の下、 埼 県及び地元地域・ 社会と 協調し 、 環境・ 社会・ 経済問題を SDGｓ を 以て解決、玉
将来への成 を 指し 取り 組んで く こ と を 企業 針と し 「 埼 版SDGｓ 」 の達成に貢献致し ます。長 目 行 方 玉

CO2排出量の削減を 指す目

純ガソ リ ン式フ ォ ーク リ フ ト 率を 下げる

純ガソ リ ン社 率を 下げる用 車

社員の社会貢献活動への意識を める高

ベルマーク ・ 使 済み切 の回収活動用 手

多様な働き を 推進する方

育児休暇の取得者数を 増やす

33 .3％【 202 3年】 0％ 0％

83 .3％【 202 3年】 83 .3％ 50 .0％

のべ3 50枚/年【 2 023年】 のべ1000枚/年 のべ2000枚/年

0 【 2023 年】人 3人 8人









令和6年10 2月 日
埼 県飯能市飯能３ ９ ９ －１玉

株式会社加藤建設 業工

代表取締役

野 修高

株式会社加藤建設 業工

当社の経営理念は『 私たち の の成 を 通し て安全・ 安 ・ 快適な環境作り に貢献する 』 と し てあ自 身 長 心
り ます。 こ れによ っ て提供する 全てのモノ ・ サービ スを 通し て、 お客様（ 顧客・ 地域） に必要と さ れ
る会社を 指すこ と によ り 持続可能な開発 標（ SDGｓ ） の達成に向けて社員 が真剣に向き目 目 一 人 一 人
合い 動する こ と でＳ Ｄ Ｇ ｓ の達成に貢献し ていき ます。行

酸化炭素排出量を 削減し 、 地球温暖化対策に貢献する。二

電気・ ガス・ 軽油の使 量削減用

社会貢献活動の継続及び推進を する。

彩の国ロ ード サポート 活動

川の国応援団

多様な働き 改 を 推進する 。方 革

齢者の雇 推進高 用

1 ,1 50 .7 t-CO2/年 【 2023年】 3％削減 10％削減

５ 回/年 延べ４ １ 【 2023年】人 ６ 回/年 延べ４ ５ 人 １ ０ 回/年 延べ８ ０ 人

２ 回/年 延べ１ ２ 【 2023 年】人 ３ 回/年 延べ２ ０ 人 ５ 回/年 延べ５ ０ 人

１ ２ ％（ １ ０ /８ １ ） 【 2023年】人 人 １ ５ ％（ １ ３ /８ ６ ）人 人 ２ ０ ％（ ２ ０ /１ ０ ０ ）人 人





















令和6年10 4月 日
埼 県熊 市末広2-118玉 谷

和屋株式会社大

代表取締役

 泰治黒 田

和屋株式会社大

当社のブラ ン ド スロ ーガン 「 と 環境にやさ し い のある く ら し を まじ めに考えます」 に基づき 動人 木 行
し 、 地域社会の発展に貢献する 。 こ の考え は持続可能な開発 標（ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） と 同じ 向を 指す方 目 方 目
も のであり 、 社員1 1 が誠実に事業活動を 取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。人 人

太陽光などの 然エネルギーを 活 するこ と で冷暖房が最 限で済むパッ シブハウスの建築により 環境負荷低減を 図る自 用 小

パッ シブハウス建設棟数の増加

廃棄物量を 減少さ せるため、 端材を 活 し たワーク ショ ッ プを 開催する 。用

ワーク ショ ッ プの開催

再雇 制度・ 契約社員制度による 就労 援、 DX推進と 在宅・ 時短勤務制度等によ り 、 齢者と 性が働き 続けやすい環境づ用 支 高 女
く り を 推進する

性管理職割合の増加女

齢者雇 率の増加高 用 比

3棟/年【 2023年】 15棟/年 20棟/年

7回/年 のべ200 参加【 2 023年】人 10回/年 のべ300 参加人 30回/年 のべ1000 参加人

25％（ 2 /8 ） 【 2023年】人 人 25 % 30%

20 ％（ 13 /6 4 ） 【 2023年】 （ 達人 人
成済み） 20% 20%

























































令和6年11 6月 日
埼 県所沢市所沢新町2 553-3玉

株式会社井 世口 一

代表取締役

井  世口 一

株式会社井 世口 一

当社は経営理念である 「 最 の 材と 設備に えら れた製造業を 通し て新たなる 化の創造に貢献す高 人 支 文
る」 に基づき 動し 、 地域社会の発展に貢献する 。行
こ の考え は持続可能な開発 標(SDGs)と 同じ 向を 指すも のであり 、 社員ひと り ひと り が誠実に方 目 方 目
事業活動に取り 組むこ と によ り 、 SDGsの達成に貢献し ていく 。

CO2排出量の削減に貢献する ため、 省エネタ イ プ設備への更新を う 。 環境配慮の観点から コ ピー 紙の使 量を 削減する 。行 用 用

省エネタ イ プエアコ ン への順次切替

コ ピ ー 紙の使 量の削減用 用

社会貢献活動と し て、 事業所周辺の街の美化活動を う 。行

事業所周辺の街の美化活動

環境に配慮し たビジネスモデルである 「 型レ ス」 「 切削レ ス」 の販売を よ り 層推進する金 一

「 型レ ス」 「 切削レ ス」 採 の新規顧客数の拡金 用 大

3台（ 3台/10台） 【 2023年】 7台（ 7台/10台） 10台（ 10台/10台）

86 ,0 00 枚【 2 023年】 82 ,0 00 枚 80 ,0 00枚

6回/年 のべ130 参加【 2 023年】人 6回/年 のべ200 参加人 6回/年 のべ300 参加人

18社【 202 3年】 30 社 45社




